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後期基本計画の外部評価について

令和元年度 日立市総合計画後期基本計画有識者評価会議

令和元年 10月

資料３



１ 日立市総合計画とは

日立市総合計画は、まちづくりの中長期的な方向性を示した、最も重要な計画です。
総合計画は、「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」の３層で構成されています。

基本構想 （平成24～令和3年度 10年間）

前期基本計画
（平成24～28年度 ５年間）

後期基本計画
（平成29～令和3年度 ５年間）

実施計画（３年間）
毎年度改訂

実施計画（３年間）
毎年度改訂

実施計画（３年間）
毎年度改訂

平成24年度 平成28年度 平成29年度 令和３年度

【参考】
まち・ひと・しごと創生総合戦略

（平成27～令和元年度 ５年間）
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大綱
(６)

施策
(３９)

事業
(４６２)

施策ごとに
目標指標を設定

（６１個）

重点プロジェクト
「ひたち創生
戦略プラン」

を設定(９４事業)

目標指標の
達成状況を検証

重点プロジェクト
を含む登載事業の
取組状況を検証

【目的】
客観性、信頼性
を確保するため、
市民参画で実施

【内容】
後期基本計画の
進捗を検証（目
標指標の達成状
況、登載事業の
取組状況）

日立市総合計画
後期基本計画

有識者評価会議

２ 後期基本計画の評価手法

市役所内
各部課所で実施

後期基本計画の施策体系

内部評価 外部評価
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３ 後期基本計画の進行管理の考え方

PDCAサイクルによる進行管理

計画(Plan) → 実行(Do)

基本計画
実施計画

予算編成
各事業の実施

↑ ↓

改善(Action) ← 評価(Check)

評価結果の
実施計画への反映

内部評価
外部評価

外部評価の導入

外部評価により客観性を確保し、効率的、効果的な事業の進捗・改善を図る

導入目的

・目標指標の達成状況
・重点プロジェクトの取組状況

検証項目

前期基本計画に引き続き、
各施策の成果を測る成果指標、
目標指標により、PDCAサイクル
の手法を取り入れた進行管理を
実施します。

日立市総合計画後期基本計画有識者評価会議
の設置

組織（体制）

後期基本計画
から導入
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４ 外部評価会議の役割について

会議の役割について

委員構成

日立市総合計画後期基本計画の効率的、効果的な事業の進捗・改善を図るため

設置目的

下記事項の検証を行う
・登載事業の取組状況
・目標指標の達成状況

所掌事項

日立市総合計画後期基本計画の評価期間
終了日まで（令和４年度予定）

任 期

区分 人数 団体名

学識経験者 ３ 茨城キリスト教大学、茨城大学、常磐大学

福祉・医療 ３ 市医師会、日立保健所、市高齢者政策推進会議

教育・文化 ３ 市学校長会、市私立幼稚園連合会、市文化協会

産業 ５ 商工会議所(２名)、市観光物産協会、常陸農協、市水産振興協議会

都市基盤 １ 茨城交通

生活環境 ２ 環境を創る日立市民会議、日立地区交通安全母の会連合会

協働 ６
市コミュニティ推進協議会、日立製作所、JX金属、市勤労者協議会、
日立青年会議所、男女共同参画社会ひたちを実現する会

市民 ３ 日立市総合計画後期基本計画策定委員会公募委員、学生

ＰＤＣＡによる
進行管理が適切
に行われている
かを含めて審議
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５ 評価作業①（登載事業の取組状況）

１ 計画全体の取組状況の評価

⇒ プロジェクトの進捗（取組状況）に対する意見を伺います。

・後期基本計画に登載した４６２事業の取組状況を一覧にまとめ、
各事業の「着手」「未着手」「完了」等を整理することで、
計画全体の取組状況を評価する。

４６２事業

◎ … 事業完了
○ … 着手済み
△ … 時期未到来

計画全体及び大綱別に集計

後期基本計画では、
日立市が直面する新た
な課題の克服を目指す
ため、重点プロジェク
トとして「ひたち創生
戦略プラン」を設定し、
94事業を位置付けてい
ます。（462事業に含む）

ひたち創生戦略プラン

（補足情報）
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６ 評価作業②（目標指標の達成状況）

２ 目標指標の評価

・基準値（H28）と目標値（R3）から当該年度の期待値を算出し、
その達成度を評価する。（下表のとおり定率変化を仮定として期待値を算出）

⇒ 施策の進捗（目標指標の達成状況）に対する意見を伺います。

６１項目

≪期待値のイメージ≫

５年間で50増加＋10 ＋10 ＋10 ＋10 ＋10

平成30年度
実績値

◎ … 実績値が期待値(H30)以上を達成
○ … 実績値が基準値(H28)以上を達成
△ … 実績値が基準値(H28)未満
－ … 判断保留（根拠となる指標が公表されていない場合など）

計画全体及び

大綱別に集計

(例) 上表の場合
・実績値が110以上 → ◎
・ 〃 90～109 → ○
・ 〃 90未満 → △

基準値
H28

期待値
H29

期待値
H30

期待値
R1

期待値
R2

目標値
R3

〇〇参加者数
（人）

90 100 110 120 130 140

6



年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

時期 10月 （4～9月） （10月） （11月） （12～3月） （4～9月） （10月）

平成29年度
事業の評価

評価
会議

平成30年度
事業の評価

内部
評価

各部局での
進捗状況の

検証

評価
会議

平成30年度
の後期基本
計画の進捗

を検証

議会
報告

評価会議の
開催結果を

報告

評価
結果の
公表

令和元年度
事業への

反映

実施計画(案)
策定

内部
評価

評価
会議

令和２年度
事業への

反映
実施計画

(決定)

前年度事業の評価

事業実施

翌年度実施計画の策定

事業実施

７ 後期基本計画関連業務のスケジュール

H30事業の評価会議、議会への
報告結果を反映させながら策定

予算編成

翌年度実施計画(案)
策定に反映

現年度事業に反映

実施計画(案)
策定
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